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方法: 日本人脳 MRI 画像データベースから、若年、中年、老年群に分けそれぞれ対象者を 350 名
ずつランダムに選択した。解剖学的標準化、組織分画を行ったのち、脳領域を、左右それぞれ 45 領
域合計 90 領域に自動的に分割したD 次に、それぞれの領域の脳灰白質容積を計測した後、被験者 350
例を対象として 90 領域どうしの 90 x 90 の脳領域間相関マトリックスを作成し、対応する領域どう
しの Pearson 相関計数を求めた。次に適当な関値を設定して、関値以上の相関を示す領域を 1 とし
てそれ以下の領域をゼロとして二値化した相関マトリックスを作成し、グラフ理論に基づいて解剖
学的結合マトリックスを得た。次にこのマトリックスから、ネットワークの small-world の特性を
示すパラメータすなわち、 global efficiency (Eglob) および local efficiency (Eloc) を計算した。
また、巨視的機能ユニットとしての module の特性 (modularity) についても解析を行った。
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結果: 若年、中年、老年の 3 群とも情報伝達効率の高い small-world の特性を示した。また、

















に応用するとしづ、極めて独創的かっ新規性に富むものである D 具体的には脳 MR 画像を用い







して、ヒト脳全体のネットワーク構造が Small world の情報伝達特性を示すかどうか検討した。
その結果、ヒト脳は若年、中年、老年群のいずれにおいても情報伝達効率の良い Small world 
の特性を示すこと、若年から中年にかけて全体的バランスの良いネットワークパターンに変化し、
ついで、老年群に至ってより局所的、特殊化されたパターンになることを明らかにした。さらに、
脳内のネットワーク構造ユニットとしての module 構造の解析を行い、各群とも 5"'6 個の





な研究であることに加えて、本論文は small world 特性と module 特性の加齢に伴う変化の両方
を明らかにした初めての論文である。これらの成果は、 Human Brain Mapping 誌に受理され
ている。
よって，本論文は博士(医学)の学位論文として合格と認める口
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